
CtrlScope 操作マニュアル
キーを押している間、マウスカーソルの周りに円形の覗き窓または拡大鏡を表示するユーティリティ

です。覗き窓ではデスクトップのアイコンを操作でき、拡大鏡では現在画面に見えている内容を拡大

できます。 このマニュアルは基本的な使い方をわかりやすく説明します。

動作環境: Windows 11（64bit）専用。自己完結型の実行ファイルのため、.NET ランタイムのインスト
ールは不要です。
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1. 機能一覧

機能 概要

円形の覗き窓
トリガーキーを押している間だけ、マウスカーソル周辺に円形のウィンドウを表示し、

デスクトップ（壁紙とアイコン）を映し出す

拡大鏡
別のキーを押している間、カーソル周辺の現在画面を円形に拡大する。ホイールで倍率

を変更できる

クリック転送
円の中のクリックが、背後のデスクトップアイコンへそのまま伝わる（選択・起動・右

クリックメニュー）
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機能 概要

カーソル追従 円は常にマウスカーソルの位置へなめらかに追従する

見た目のカス

タマイズ
円の半径、枠の太さ・色・半透明度を設定画面で自由に調整できる

トリガーキー

の切替

穴開けと拡大鏡で個別に設定できる。右 Ctrl／左右 Ctrl／左右 Shift／左 Shift／右 Shift
／Alt から選択でき、拡大鏡では F6～F9 も選べる

タスクトレイ

常駐
通常はタスクトレイのアイコンとしてのみ常駐し、邪魔にならない

スタートアッ

プ登録
Windows サインイン時の自動起動を ON/OFF できる（管理者権限不要）

2. 活用例：全画面のままデスクトップ操作・画面の拡大をする

状況：

  動画を全画面で再生しながら作業していたら、
  デスクトップに保存してあるファイルをちょっとだけ開きたくなった。

CtrlScope を使えば、動画を一時停止したり全画面表示を解除したりせずに、その場で数秒だけデスクトップ
を覗いてファイルを開けます。

1. 右Ctrl キーを押しっぱなしにする
     → マウスカーソルの周りに円形の窓が現れ、デスクトップのアイコンが見える
2. 円の中にあるアイコンをダブルクリック
     → 背後のアプリを閉じずに、そのファイル・アプリが起動する
3. 右Ctrl キーを離す
     → 円がすぐに消え、元の作業画面に戻る
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表示例：円の中にデスクトップのごみ箱が見え、円の外には元の作業画面が残ります。撮影時は半径を 80px
に設定しています。

同じ要領で、次のような場面でも使えます。

資料や動画を全画面で見ながら、デスクトップ上のメモファイルだけサッと開きたいとき

ゲームや動画を最小化せずに、デスクトップのショートカットをダブルクリックで起動したいとき

前面のウィンドウはそのままに、デスクトップアイコンを右クリックしてコンテキストメニューだけ

使いたいとき

対応しているクリック操作の詳細は 4. 各機能の詳細な使い方 を参照してください。

画面の小さな文字や細部を確認する

資料や動画の全画面表示を維持したまま、文字や画像の一部を大きく見たいときは拡大鏡を使います。既定

の F8 キーを押し続けるとカーソルの周りが拡大され、マウスホイールで倍率を調整できます。キーを離すと
拡大鏡が消えます。表示中も円の外側を含め、背後のアプリをそのままクリックできます。
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表示例：円の中だけ文字が大きく表示されます。倍率は既定の 2.0 倍です。詳しい操作は拡大鏡の使い方を
参照してください。

3. インターフェースの説明

円形ウィンドウの表示・非表示

CtrlScope は普段は画面に何も表示せず、タスクトレイに常駐しています。

右 Ctrl を押している間だけ円形の覗き窓が表示され、キーを離すと消えます。

円はキーを押している間だけ表示され、離すと即座に消えます

マウスを動かすと、円は常にカーソルの位置へなめらかに追従します

既定のトリガーキーは 右 Ctrl のみです（左 Ctrl は通常の Ctrl+C などのショートカット用に使えるよ
う、あえて対象外にしています）

円に映るのはトリガーキーを押した瞬間のデスクトップの状態です。押している間にデスクトップ側

で見た目が変化しても、その場では反映されません

拡大鏡の表示・倍率変更

1. 拡大鏡のキーを押し続けます。既定は F8 です。カーソルを中心に円形の拡大鏡が現れ、現在画面に見
えている文字や画像を拡大します。

2. キーを押したままマウスを動かすと、拡大鏡が追従します。ホイールを上に回すと倍率が上がり、下
に回すと下がります。倍率は 1.5～4.0 倍、1 ノッチにつき 0.25 倍ずつ変わります。

3. キーを離すと拡大鏡は消えます。変更した倍率は保存され、次に表示したときも使われます。

拡大鏡の表示中に回したホイールは倍率変更に使われ、背後のアプリはスクロールしません。拡大鏡の円は

クリックを妨げないため、背後のアプリをそのまま操作できます。
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表示例：同じ作業画面の文字が円の中では大きく表示されます。撮影時の倍率は 2.0 倍です。

タスクトレイアイコン

CtrlScope はタスクトレイ（画面右下の通知領域）に常駐します。

操作 動作

左クリック 設定画面を開く／閉じる

右クリック メニューを表示（下表）

右クリックメニューの項目：

メニュー項目 動作

設定を開く 設定画面を開く

終了 CtrlScope を完全に終了する

トレイアイコンの右クリックメニュー。アイコンが見当たらない場合は、通知領域の「非表示のアイコンを

表示する」を開いて確認してください。

アプリを完全に終了する方法はこのメニューのみです。 設定画面を ✕ ボタンで閉じても、CtrlScope
はトレイに常駐したまま動作し続けます（次の項を参照）。

設定画面の開き方

タスクトレイアイコンを左クリックするか、右クリックメニューの 「設定を開く」 を選ぶと、設定画面
（「CtrlScope 設定」ウィンドウ）が開きます。
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設定画面を ✕ ボタンで閉じても、CtrlScope は終了せずトレイに常駐したままになります（もう一度ト
レイアイコンをクリックすればいつでも開き直せます）

設定を変更すると、次にトリガーキーを押したときの表示へ即座に反映されます

変更内容は自動的に保存されるため、保存ボタンを押す必要はありません

4. 各機能の詳細な使い方

拡大鏡と覗き窓の違い

機能 円に映るもの クリックとホイール

覗き窓（穴開

け）
デスクトップの壁紙とアイコン

円内のクリックをデスクトップへ転送する。ホイール

による倍率変更はない

拡大鏡
現在画面に見えているアプリや

デスクトップ

クリックは背後のアプリへ通す。表示中のホイールは

倍率を変更する

2 つの機能には別々のキーを設定します。両方のキーを押している間は拡大鏡が表示されます。

拡大鏡の使い方

拡大鏡は、デスクトップだけでなく、前面に表示されているアプリや文字もカーソルの周りで拡大する機能

です。覗き窓のようにデスクトップへ切り替える必要はありません。

1. 設定した拡大鏡キー（初期設定は F8）を押し続けます。カーソルを中心に、現在画面に見えている内
容を拡大した円が表示されます。

2. キーを押したままカーソルを動かすと、拡大する場所も一緒に移動します。
3. 拡大鏡を表示したままホイールを上に回すと倍率が上がり、下に回すと下がります。倍率は 1.5～4.0
倍で、1 ノッチごとに 0.25 倍変化します。この間、ホイールは背後のアプリをスクロールしません。

4. 円はクリックを妨げないので、拡大した箇所を見ながら背後のアプリを操作できます。拡大鏡キーを
離すと円が消え、変更した倍率は保存されます。

倍率は設定画面の「拡大鏡」でも指定できます。表示中にホイールで変更した倍率も設定へ反映され、次回

の起動時に引き継がれます。画面例は拡大鏡の表示・倍率変更を参照してください。

ホイールで背後のウィンドウを覗く（試作）

設定の「動作」→ 「穴を開ける機能の表示方法」 で、次の2つから選べます。変更は自動保存されます。

表示方法 キーを押している間の動作

キーを押すとデスクトップまで表示

（既定）
円内にデスクトップの壁紙とアイコンを直接表示します

ホイールでウィンドウを1枚ずつ透過
（試作）

ホイールを回して手前のウィンドウを1枚ずつ円内の表示から
除外します
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背後のウィンドウを順番に覗く場合は、下側の表示方法を選択します。

ホイールで透過する場合は、次の手順で操作します。

1. 穴開け用のキーを押し続けます。最初は元の画面が等倍で円内に映ります。
2. ホイールを上に回すと、カーソル位置の手前のウィンドウが円内の表示から 1 枚消え、奥が見えま
す。さらに上へ回すと、その次のウィンドウも消えます。

3. ホイールを下に回すと、消した順序を逆にたどって 1 枚ずつ戻ります。
4. キーを離すと円が消えます。次に押したときは除外なしから始まります。

ホイール操作前 ホイールを上に 1 ノッチ回した後

撮影用の資料画面と作業メモを重ねた例です。ホイール操作後は円内に「背後のフォーム」「作業メモ」の見

出しが現れ、円の外には手前の資料が残ります。

実際のウィンドウは閉じたり最小化したりせず、円の外の表示も変わりません。マウスを動かした場合は、

移動先でホイールを回すと、その位置にある手前のウィンドウを除外します。

円内に見えている対象へクリックを転送できます。 背後のウィンドウへ、左クリック・左ダブルクリック・
右クリックを転送します。クリック処理で手前へ移動した場合は、元の重なり位置へ戻します。デスクトッ

プが見えている場所では、アイコンの選択・起動・右クリックができます。デスクトップへの右クリック・

ダブルクリックでは、従来どおりデスクトップを前面化します。

アプリによっては転送されたクリックに反応しない場合があります。タイトルバー・枠の操作、ドラッグ、

文字入力には対応していません。メニューや、クリックを受けたアプリ自身が後から前面へ出る動作は、ア

プリ側の仕様に依存します。応答が遅いアプリや、新しいウィンドウを開く操作では、背面を維持できない

場合があります。

拡大鏡キーを同時に押した場合は拡大鏡を表示し、戻ったときは除外なしから始まります。

円の中でのクリック操作
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円の中は、実際にデスクトップを直接クリックしたときと同じ感覚で操作できます。

操作 動作

単クリック デスクトップアイコンを選択する

ダブルクリック デスクトップアイコン（ファイル・フォルダ・ショートカット）を起動する

右クリック デスクトップの右クリックメニュー（コンテキストメニュー）を表示する

右クリックメニューについて： メニューを開くと、その時点でトリガーキーを離してもメニューは表
示されたままになります。これは仕様です。メニューの項目を選ぶにはマウス操作が必要なため、キ

ーを離した瞬間に閉じてしまうと右クリック機能そのものが使えなくなってしまいます。メニューは

マウスで項目を選ぶか Esc キー、または外側をクリックすることで閉じられます。

また、右クリックとダブルクリックの際は、デスクトップを一瞬前面に切り替えます。 右クリックは
メニューがキー入力を受け付けられるようにするため、ダブルクリックは起動したアプリのウィンド

ウがきちんと前面に表示されるようにするためです（前面化しないと、開いたウィンドウが背面に隠

れてタスクバーで点滅するだけになることがあります）。この間、それまで作業していたアプリのフォ

ーカスは一時的に外れますが、実際にデスクトップを操作した場合と同じ挙動なので心配ありませ

ん。単クリック（アイコンの選択のみ）ではフォーカスは移りません。

対応していない操作

以下の操作には対応していません。

操作 状態

アイコンのドラッグ移動
非対応（円の中からアイコンをドラッグして動かすことはで

きません）

ホバー効果（マウスを乗せたときのハイ

ライト）

非対応（円の中のアイコンにカーソルを乗せてもハイライト

されません）

円の外側をクリックしたとき

円は常にマウスカーソルに追従するため、通常はカーソルが円の中心から外れることはありません。ただ

し、マウスをすばやく動かした際に円の追従がわずかに遅れ、カーソルが円の外に出てしまう場合がありま

す。この場合、クリックは CtrlScope を素通りして背後のアプリへそのまま伝わります（枠の部分を含む円
の外側全体が対象です）。

自動起動

設定画面の「自動起動」を有効にすると、Windows サインイン時に CtrlScope が自動的に起動します。詳し
い設定方法は次章を参照してください。

自動起動時は設定画面を表示せず、タスクトレイのみに常駐した状態で起動します

管理者権限は不要です

5. 設定画面の使い方
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設定画面は「円の見た目」「動作」「拡大鏡」「システム」の4つのグループに分かれています。

設定画面の表示例です。撮影時は右 Ctrl と F8、半径 120px、倍率 2.0 倍を使用しています。自動起動のチェ
ック状態は利用環境によって異なります。

円の見た目

設定項目 説明

半径 円の大きさをスライダーで調整（80px 〜 200px）

枠の太さ 円の外周に描く枠の太さをスライダーで調整（1px 〜 10px）

枠の色 「色を選択...」ボタンから、円の枠の色を自由に選べる
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設定項目 説明

枠の半透

明度

枠の透明度をスライダーで調整（0〜100%）。値を下げるほど枠が薄く柔らかい印象にな
り、0% にすると枠が見えなくなる

動作

設定項目 説明

穴を開ける機能の

キー
覗き窓を表示するキーを選択（下表）

穴を開ける機能の

表示方法

「キーを押すとデスクトップまで表示」と「ホイールでウィンドウを1枚ずつ透過」
から選択。既定はデスクトップ表示

選択肢 内容

右Ctrl のみ（既定） 右側の Ctrl キーのみで反応する

左右 Ctrl 両方 左右どちらの Ctrl キーでも反応する

左右 Shift 両方 左右どちらの Shift キーでも反応する

左 Shift のみ 左側の Shift キーのみで反応する

右 Shift のみ 右側の Shift キーのみで反応する

Alt Alt キーで反応する

既定が「右Ctrl のみ」なのは、左 Ctrl を Ctrl+C などの通常のショートカット操作用に残し、誤って
円が表示されてしまうことを防ぐためです。

拡大鏡

設定項目 説明

拡大鏡の

キー

拡大鏡を表示するキー。既定は F8。右 Ctrl／左右 Ctrl／左右 Shift 両方／左 Shift のみ／右
Shift のみ／Alt／F6～F9 から選択できる

倍率
1.5～4.0 倍、0.25 倍刻みで設定。既定は 2.0 倍。拡大鏡の表示中にホイールで変えた倍率も
ここへ反映される

覗き窓と拡大鏡で同時に反応するキーの組み合わせは設定できません。例えば、片方を「左右 Shift 両方」、
もう片方を「右 Shift のみ」にはできません。「左 Shift のみ」と「右 Shift のみ」は別々に割り当てられま
す。

システム

設定項目 説明

Windows 起動時に自動的に起動する チェックを入れるとサインイン時に自動起動、外すと解除される

この設定は Windows のスタートアップフォルダにショートカットを作成・削除する方式で管理され
ます（レジストリは使用しません）。チェックボックスは、設定画面を開くたびにショートカットの有
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無を確認して表示します。

設定の保存先

すべての設定は次のファイルに自動保存されます。

%LOCALAPPDATA%\CtrlScope\config.json

エクスプローラーのアドレスバーに %LOCALAPPDATA%\CtrlScope と入力すると開けます。設定変更後や設定
画面を閉じたタイミングで自動的に書き込まれるため、保存操作は不要です。

6. 制約事項・注意事項
CtrlScope をお使いになる前に、以下の点をご確認ください。

Windows 11 専用です。 Windows 10 では動作確認を行っていないため、対応対象外です。
覗き窓はプライマリモニタでのみ機能します。 マルチモニタ環境では、デスクトップアイコンが表示
されるプライマリモニタでのみ覗き窓が表示されます。拡大鏡はカーソルがあるモニタで動作しま

す。

覗き窓の対象はデスクトップの壁紙とアイコンのみです。 背後にある一般のアプリウィンドウを覗い
たり操作したりすることはできません。拡大鏡は現在画面に見えている一般のアプリウィンドウも拡

大できます。

アイコンのドラッグ移動、ホバー効果には対応していません。（詳細は 4. 各機能の詳細な使い方 を参
照）

フルスクリーンのゲーム（特に DirectX 排他フルスクリーン）と併用しないでください。 CtrlScope は
常に最前面のウィンドウを表示する仕組みのため、排他フルスクリーンで動作しているゲームが強制

的に最小化される場合があります。

覗き窓は explorer（デスクトップ）の内部構造に依存しています。 今後の Windows の更新によっ
て、デスクトップの内部構造が変わり、覗き窓が動作しなくなる可能性があります。その場合はタス

クトレイの通知で理由をお知らせします。拡大鏡は別の仕組みで動作します。

セキュリティソフトに警告される可能性があります。 CtrlScope は円の中のクリックをデスクトップへ
転送する仕組み上、他のプロセスへ操作を送る処理を行います。お使いのセキュリティソフトによって

は、これを警戒して通知を表示する場合があります。

未署名のアプリです。 コード署名を行っていないため、インストーラーの初回実行時に Windows
SmartScreen の警告（「Windows によって PC が保護されました」）が表示されます。対処方法は 8. イ
ンストール・アンインストール方法 を参照してください。

7. よくある質問 (FAQ)
Q. トリガーキーを押しても円が表示されない A. 設定画面で、使いたい機能のキーが想定どおりか確認してく
ださい。覗き窓の場合は、マウスカーソルがプライマリモニタ上にあるかもご確認ください（6. 制約事項・
注意事項 参照）。

Q. 初回起動・インストール時に「Windows によって PC が保護されました」と表示される A. CtrlScope は未
署名のアプリのため表示される警告で、異常ではありません。「詳細情報」をクリックし、「実行」を選ぶこ
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とでインストール・起動できます。

Q. Windows 10 でも使えますか？ A. 対応対象外です。Windows 11 専用として開発・検証しています。

Q. サブモニターにマウスを移動しても円が出ない A. 覗き窓はプライマリモニタでのみ機能します。拡大鏡は
カーソルがあるモニタで利用できます。

Q. 円の中のアイコンをドラッグして移動したい A. 現バージョンでは非対応です。単クリック・ダブルクリッ
ク・右クリックのみ対応しています。

Q. 右クリックメニューがトリガーキーを離しても消えない A. 仕様どおりの動作です。メニューを操作するに
はマウスが必要なため、意図的にキーを離しても閉じないようにしています。メニューの項目を選ぶか、Esc
キーまたは外側のクリックで閉じられます。

Q. アプリを完全に終了したい A. タスクトレイアイコンを右クリックし、「終了」を選んでください。設定画
面を ✕ ボタンで閉じただけでは、トレイに常駐したままになります。

Q. 設定はどこに保存されていますか？ A. %LOCALAPPDATA%\CtrlScope\config.json に自動保存されます。

Q. ゲーム中に使うとゲームが最小化されてしまう A. CtrlScope は最前面ウィンドウを表示する仕組みのた
め、DirectX 排他フルスクリーンのゲームでは最小化されることがあります。フルスクリーンゲームの実行中
は CtrlScope の使用を避けてください。

Q. ウイルス対策ソフトに警告された A. CtrlScope は円の中のクリックをデスクトップへ転送するために、他
プロセスへ操作を送信する仕組みを使っています。これをセキュリティソフトが警戒し、通知を出すことが

あります。ソフトウェアの配布元にご不安がある場合は、10. 作者への連絡先 までお問い合わせください。

8. インストール・アンインストール方法

インストール

1. 配布された CtrlScope-Setup-x.y.z.exe を実行します。
2. 未署名のアプリのため、初回実行時に SmartScreen の警告（「Windows によって PC が保護されまし
た」）が表示される場合があります。その場合は 「詳細情報」→「実行」 の順にクリックしてくださ
い。

3. ウィザードに従って進めます。インストール先はお使いの実行権限に応じて自動的に決まり、管理者
権限は必須ではありません。

4. 必要であれば「デスクトップにアイコンを作成する」にチェックを付けます（既定はオフ）。
5. 完了画面で「CtrlScope を起動する」にチェックを付けると、そのまま起動します。

アンインストール

Windows の「設定」→「アプリ」（または「プログラムの追加と削除」）の一覧から CtrlScope を選んでアン
インストールしてください。

アンインストーラーは次を自動的に行い、残留ファイルを残しません。

実行中の CtrlScope を終了させたうえでファイルを削除
自動起動用のスタートアップショートカット（登録していた場合）を削除

設定ファイル（%LOCALAPPDATA%\CtrlScope\ フォルダ一式）を削除
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9. 配布形態
CtrlScope は Inno Setup によるインストーラー形式（CtrlScope-Setup-x.y.z.exe）で配布されます。

販売チャネル: BOOTH での有料販売
無料お試し版: 現時点では提供していません
ソースコード: 非公開です
コード署名: 実施していません（6. 制約事項・注意事項 の SmartScreen 警告についての記載を参照して
ください）

10. 作者への連絡先
ご意見・ご要望・不具合報告は、以下の連絡先までお願いします。

メール: nori3.dev@gmail.com
X（旧Twitter）: https://x.com/nori91407752
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